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昭
和
42
年
生
ま
れ 、
大
分
県
出
身 。

得
意
な
ネ
タ
は 、
お
酒
が
出
て
く
る

噺「
ら
く
だ」「
禁
酒
番
屋」
や
滑
稽

噺
な
ど 。
引
き
出
し（
ネ
タ）
の
多
い

落
語
家 。

昭
和
40
年
生
ま
れ 。
千
葉
県
出
身 。

オ
ー

ソ
ド
ッ
ク
ス
な
小
噺
を
独
特

の
間
合
い
で
披
露 。
観
客
の
爆
笑
を

さ
ら
う
技
璽
に
は
定
評
が
あ
る 。

昭
和
31
年
生
ま
れ 。
茨
城
県
出
身 。

「
芝
浜」「
妾
馬」「
二
番
煎
じ」
な
ど

古
典
落
語
が
中
心 。
豊
富
な
ネ
タ
と 、

堅
実
な
語
り
口
に
定
評
が
あ
る 。

昭
和
37
年
生
ま
れ 。
東
京
都
出
身 。

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
演
じ
る
高
座
は

迫
力
満
点 。
登
場
人
物
の
性
格
を
鮮

明
に
浮
き
立
た
せ
る
細
や
か
な
芸

に
定
評
が
あ
る 。

平
成
28
年
9
月 、
三
代
目

「
橘
屋
文
蔵」
を
襲
名 。

か
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昭
和
54
年
生
ま
れ 。
愛
知
県
出
身 。

自
由
奔
放
で
オ
リ
ジ
ナ
ル 、
エ
ネ
ル

ギ
ッ
シ
ュ
な
勢
い
に
満
ち
て
お
り 、

自
分
の
落
語
を
確
立
す
べ
く
情
熱
的

に
突
き
進
む
姿
は「
落
語
の
怪
人」

と
あ
だ
名
さ
れ
る
ほ
ど 。
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昭
和
43
年
生
ま
れ 。
岐
阜
県
出
身 。

得
意
ネ
タ
は「
胴
斬
り」「
お
菊
の
皿」

「
仕
度
部
屋
外
伝」
な
ど 。

力
士
か
ら
転
身
し
た
珍
し
い
落
語

家 。奪．．
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昭
和
45
年
生
ま
れ 。
埼
玉
県
出
身 。

得
意
ネ
タ「
佐
野
山」「
蛙
茶
番」
な

ど 。
声
の
大
き
さ
は
落
語
界
随一
n� 門―- -
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昭
和
45
年
生
ま
れ 。
東
京
都
出
身 。

得
意
ネ
タ
は
新
作
全
般 。
趣
味
は 、

読
書。

昭
和
44
年
生
ま
れ 。
愛
知
県
出
身 。

落
語
の
中
に
も
の
ま
ね
を
入
れ
軽

妙
な
語
り
口
で
フ
ァ
ン
を
魅
了 。

も
の
ま
ね
の

レ
パ
ー
ト
リ
ー

は
40
人 。
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